
初
期
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
に
つ
い
て

|
|
『
慾
諭
弁
惑
章
』
の
検
討
を
通
し
て
|
|

JI頂

田

台をT
il.!.'i、

初JtlJH本天台における肉明研究につL、て

問
題
の
所
在

日
本
仏
教
に
お
け
る
悶
明
の
研
究
は
、
元
興
寺
の
道
昭
(
六
二
九
i
七

O
O
)
に
始
ま
る
。
道
昭
の
入
唐
し
た
臼
維
四
(
六
五

一
ニ
)
年
に
は
、
『
因
明
入
正
理
論
』
・
『
因
明
正
理
門
論
』
の
両
論
が
玄
突
三
蔵
(
六

O
二
i
六
六
四
)
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
て
お
り
、

以
降
、
法
相
宗
の
学
僧
を
中
心
に
そ
の
研
績
が
深
め
ら
れ
て
き
た
。

閃
明
は
、
他
説
を
破
し
白
説
を
論
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
主
と
し
て
論
争
・
論
義
の
場
に
お
い
て
活
用

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
宗
の
教
義
の
中
で
因
明
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
各
宗
派
間
で
認
識
が
異
な
っ
て
お
り
一

定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
が
主
題
と
す
る
初
期
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
の
研
究
に
は
こ
の
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、

ソ

ザ

ン

ヤ

ヲ

①

開
祖
の
伝
教
大
師
最
澄
(
七
六
七
i
八
二
二
)
は
、
『
守
護
国
界
章
』
(
以
下
『
守
護
章
』
)
の
中
で
コ
ニ
支
之
量
、
何
顕
-
-
法
性
ご

と
し
て
、
因
明
の
三
支
作
法
で
は
法
性
の
道
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
に

述
べ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
初
期
日
本
天
台
の
諸
師
に
通
底
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
最
澄
の
困
明
観
を
出
発
点
と
し
て
、
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「
因
明
は
天
台
の
教
義
を
研
錯
す
る
上
で
不
要
な
学
で
あ
る
」
と
い
う
H
本
天
台
に
お
け
る
困
明
の
位
置
づ
け
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
の
で
あ
る
。



き
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
天
台
の
因
明
理
解
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
、
武
邑
尚
邦
氏
は
以
下
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
伝
教
大
師
最
澄
が
「
四
記
答
は
智
の
所
須
に
約
す
。
三
支
の
量
、
何
ぞ
法
性
を
顕
わ
さ
ん
や
」
と
い
っ
て
、
因
明

は
仏
教
の
至
極
を
説
く
一
乗
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
教
学
の
中
で
の
明
瞭
な
弘

置
付
け
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
「
外
典
を
習
う
は
万
を
も
て
泥
を
切
る
が
知
く
、
泥
は
減
ず
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
万
は
自
ら

損
す
る
な
り
」
と
い
う
『
名
義
集
』
の
『
大
智
度
論
』
引
用
に
も
、
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
、
こ
こ
で
は
内
明
因
明
の

関
係
は
否
定
的
で
あ
る
。

初期日本天台における困明研究について

以
上
の
よ
う
に
仏
教
の
外
論
で
あ
る
因
明
を
所
応
学
と
し
て
認
め
な
い
一
乗
家
の
人
々
が
、
自
ら
の
教
え
を
護
る
た
め
に
悶
明

を
研
究
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
抵
抗
を
感
じ
た
の
は
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
、
当
時
の
南
都
の
仏
教
に
対
し
て

は
、
因
明
を
学
ぴ
、
そ
の
理
論
上
の
争
い
に
勝
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
旬
。

つ
ま
り
武
邑
氏
は
、
日
本
天
台
に
お
け
る
困
明
研
究
は
、
自
宗
義
の
研
鍵
の
た
め
で
は
な
く
、
南
都
と
の
論
争
の
上
で
そ
の
必
要

③
 

が
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
者
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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さ
て
、
武
邑
氏
の
研
究
に
限
ら
ず
、
従
来
、
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
立
場
か
ら
そ
の
大
綱
を
解

@
 

明
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
先
行
の
研
究
に
よ
っ
て
、
現
在
、
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
の
様
相
は
お
お

よ
そ
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
一
方
、

日
本
天
台
の
人
師
が
実
際
の
論
義
・
論
争
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
悶
明
を
用
い
た
の
か
、
ま
た
、

困
明
の
研
究
を
必
要
と
し
た
当
時
の
状
況
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い

っ
た
個
別
的
・
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
未
だ
解
明
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
研
究
が
進
展
を
見
な
い
一
つ
の
要
因
は
、
当
時
の
事
情
を
伝
え
る
資
料
の
多
く
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
第
四
代
天
台
座
主
安
慧
(
七
九
四
?
l
八
六
八
)
の
『
慾
諭
弁
惑
章
』
(
以
下
『
弁
惑
章
』
)

れ
る
が
、

に
は
、
当
時
の
天
台
宗
に
対
し
て
他
宗
か
ら
示
さ
れ
た
因
明
に
よ
る
批
判
、
ま
た
そ
の
批
判
が
実
際
の
講
会
の
場
に
お
い
て
問
題
と



な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
具
体
的
な
状
況
が
窺
え
る
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
『
弁
惑
章
』
に
見
ら
れ
る
日
本
天
台
に
対
す
る
他
宗
か
ら
の
批
判
と
、

そ
れ
に
対
す
る
反
駁
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時

の
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
の
実
態
に
つ
い
て
考
究
し
て
み
た
い
。

初
期
日
本
天
台
諸
師
の
因
明
理
解

初期日本天台におけるl現明研究について

本
題
に
入
る
前
に
、
先
ず
は
初
期
日
本
天
台
の
諸
師
が
因
明
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
た
の
か
を
、
最
澄
・
慈
覚

大
師
円
仁
(
七
九
四
l
八
六
四
)
・
智
証
大
師
円
珍
(
八
一
四
i
八
九
一
)
の
三
師
を
中
心
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ス

ル

リ

テ

ス

ル

ヲ

ノ

ヲ

先
ず
は
最
澄
で
あ
る
が
、
前
に
も
触
れ
た
通
り
『
守
護
章
』
巻
下
之
中
「
弾
五
免
食
者
謬
破
=
報
仏
知
日
常
-
章
第
三
一
」
に
は
、
「
四

ノ

ソ

ザ

ン

ヤ

ヲ

記
之
符
幻
知
日
所
用
、
三
支
之
口
剛
一
何
顕
ニ
法
性
ご
と
し
て
、
附
明
に
よ
っ
て
法
性
の
道
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と

い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
性
の
道
理
を
扱
う
天
台
教
義
に
お
い
て
、
悶
明
は
不
要
な
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
弾
段
食
者
謬
破
報
仏
知
H

常
章
第
一
二
」
で
は
、
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
法
相
義
に
対
す
る
批
判
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
言
は
最
澄
が
因
明
の
論
法
を
用
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
相
側
の

比
量
に
対
し
て
、
悶
明
作
法
を
も
っ
て
反
駁
を
行
う
例
は
、
『
守
護
章
』
を
は
じ
め
『
決
権
実
論
』
・
『
通
六
九
証
破
比
量
文
』
・
『
法

事
秀
句
』
と
い
っ
た
最
滋
の
著
作
中
に
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
最
澄
の
将
来
円
録
で
あ
る
『
伝
教
大
附
将
来
内
州
録
』
に
は
、
「
附

7

F

⑤
 

明
疏
二
巻
〈
加
=
注
悶
明
一
巻
-v
六
十
三
紙
」
と
し
て
、
最
澄
が
因
明
に
関
す
る
典
籍
を
将
来
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

最
澄
が
因
明
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
澄
に
は
天
台
の
教
義
を
因
明
に
よ
っ
て

主
張
す
る
と
い
っ
た
積
極
的
な
姿
勢
は
確
認
で
き
ず
、
そ
の
因
明
使
用
は
あ
く
ま
で
も
法
相
の
比
量
を
破
す
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
点
、
最
澄
の
因
明
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
対
法
相
宗
と
い
う
目
的
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
、
市
。
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次
に
円
仁
で
あ
る
が
、
最
澄
同
様
、
そ
の
著
作
中
に
因
明
の
論
法
を
も
っ
て
天
台
義
を
明
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
確
認
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
日
録
で
あ
る
『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録
』
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』
に

依
る
と
、
以
下
の
通
り
因
明
に
関
す
る
典
籍
は
実
に
十
三
部
が
将
来
さ
れ
て
お
り
、
円
仁
当
時
、
因
明
研
究
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

初期日本天台における因明研究について

②
因
明
入
正
理
論
疏
一
巻

④
十
四
過
類
記
一
巻

⑥
因
明
論
科
文
一
巻

⑧
因
明
義
選
上
下
二
巻
(
中
巻
欠
)
沙
門
誓
空
録

⑬
因
明
義
範
一
巻
沙
門
空
相

⑫
閃
明
入
正
理
論
義
衡
二
巻
(
上
下
)
沙
門
清
素
撰
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①
岡
明
入
正
理
論
疏
三
巻
沙
門
基
撰

③
因
明
義
断
一
巻
沙
門
恵
沼
撰

⑤
因
明
義
纂
要
一
巻
沙
門
恵
沼
述

⑦
因
明
論
義
疏
三
巻
沙
門
利

⑨
因
明
正
理
門
論
述
記
一
巻
(
下
巻
の
み
?
)
沙
門
勝
荘
述

⑪
凶
明
義
心
一
巻

⑬
閃
明
繰
抄
三
巻
章
敬
寺
択
隣
述

ユ

ト

ノ

チ

ま
た
こ
の
こ
と
は
、
門
下
へ
の
対
応
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
で
、
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
は
、
「
十
六

H
、
為
=
惟
正
惟
晩
日
始

ム

，

暗

唱

読
-
-
国
明
論
疏
ご
と
し
て
、
唐
の
開
成
四
(
八
三
九
)
年
八
月
十
六
日
に
、
弟
子
の
た
め
に
「
因
明
論
疏
」
の
講
読
を
行
っ
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
八
に
は
円
仁
門
下
の
玄
昭
律
師
(
八
四
六
1
九
一
七
)
が
因
明
に
通
達
し

て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
以
下
の
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。

ヒ

テ

ノ

-

-

シ

テ

ノ

ヲ

シ

ノ

ヲ

テ

7

ヲ

ト

/

仁
和
四
年
、
会
ユ
皇
太
后
五
十
之
生
辰
い
陽
成
上
皇
、
請
ニ
諸
名
徳
六
十
員
一
講
ニ
論
諸
宗
妙
旨
-
以
慶
二
寿
算
4

昭
与
=
南
京
勢
範
目

ス

ノ

ヲ

ノ

ユ

シ

テ

ノ

セ

ニ

ノ

シ

テ

タ

ニ

へ

ル

毛

ヲ

ス

ト

ト

ル

エ

ヲ

シ

ト

ス

対
=
論
因
明
義
斗
昭
問
鋒
鋭
、
範
答
弁
不
v
通
。
時
醍
醐
座
主
聖
宝
、
歎
目
、
世
謂
三
昭
公
為
=
護
摩
王
一
今
観
v
之
亦
可
v
称
=

t
F

⑨
 

因
明
王
一

沙
門
清
遁
撰

こ
こ
に
は
、
仁
和
四
(
八
八
八
)
年
に
行
わ
れ
た
皇
太
后
の
祝
会
に
お
い
て
、
玄
昭
が
南
都
の
勢
純
と
凶
明
義
に
つ
い
て
の
対
論



を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
勢
範
は
玄
昭
の
鋭
い
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
記
録
を

見
る
に
、
円
仁
は
南
都
か
ら
の
批
判
に
対
応
す
る
た
め
、
自
身
の
門
下
に
因
明
の
研
究
を
課
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

最
後
に
円
珍
で
あ
る
が
、
そ
の
将
来
目
録
で
あ
る
『
開
元
寺
求
得
経
疏
記
等
目
録
』
・
『
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等

目
録
』
・
『
青
竜
寺
求
法
目
録
』
・
『
日
本
比
丘
僧
円
珍
入
唐
求
法
目
録
』
・
『
智
証
大
師
請
来
日
録
』
に
依
れ
ば
、
円
仁
将
来
の
典
籍
と

⑩
 

重
複
す
る
も
の
も
含
め
て
以
下
の
四
部
が
将
来
さ
れ
て
い
る
。

初期!日本天台におけるl刈明研究について

①

因

明

正

理

門

諭

一

巻

②

因

明

入

正

理

論

疏

一

巻

③

因

明

論

疏

三

巻

基

④

凶

明

疏

繰

抄

三

巻

清

翰

座

主

手

書

本

ス

ル

ノ

ニ

さ
て
、
円
珍
の
因
明
理
解
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
授
決
集
』
巻
下
「
徴
-
-
他
学
-
決
五
十
二
」
に
見
ら
れ
る
以
下
の
見

解
で
あ
る
。

ノ

ニ

レ

ノ

ニ

シ

テ

り

ニ

シ

テ

ニ

守

タ

リ

ユ

テ

凶
明
道
理
与
二
外
道
-
対
、
多
在
ニ
小
乗
及
以
別
教
斗
若
守
一
ニ
法
華
・
華
厳
・
浬
繋
等
経
一
是
接
引
門
、
権
対
ν
機
設
。
終
以
引

シ

テ

ム

7
vテ
シ

テ

ラ

ニ

⑪

進
、
令
三
邪
小
之
徒
会
歪
ニ
真
理
由
也
。

す
な
わ
ち
、
因
明
の
目
的
は
邪
小
の
徒
を
真
理
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
あ
り
、
小
乗
及
ぴ
別
教
に
お
い
て
は
有
効
で
あ
る
も
の
の
、

法
華
経
・
華
厳
経
・
浬
般
市
経
等
と
い
っ
た
円
教
の
教
説
に
準
拠
す
れ
ば
「
接
引
の
門
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前

の
最
澄
の
見
解
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
台
教
義
を
研
鍵
す
る
上
で
因
明
は
不
要
の
学
で
あ
る
と
い
う
認
識
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義
浄
訳

選

は
初
期
日
本
天
台
の
諸
師
に
通
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
最
澄
・
円
仁
・
円
珍
は
そ
れ
ぞ
れ
因
明
に
対
す
る
知
識
を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
三
師
と
も
に
自
宗
義
の
研
鍍
の
た
め
に
因
明
を
用
い
る
と
い
っ
た
姿
勢
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
先
行
の

研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
、
日
本
天
台
に
お
け
る
悶
明
の
研
究
は
他
宗
と
の
論
争
に
お
い
て
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
見
解
は
、
十
分
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



で
は
、
当
時
の
日
本
天
台
に
対
す
る
他
宗
か
ら
の
批
判
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
『
弁
惑
章
』
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
三
中
牛
車
」
比
量
と
「
大
白
牛
車
」
比
量

初期日本天台における岡明研究について

『
弁
惑
章
』
は
、
承
和
十
一

⑫
 

撰
述
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
本
書
は
、
天
台
宗
に
対
し
て
提
示
さ
れ
た
他
宗
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
全
十
二
章
か
ら
反
駁
を
行
う

ス

ノ

ヲ

ス

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
、
悶
明
に
関
す
る
問
題
が
扱
わ
れ
る
の
は
、
第
七
章
「
通
乙
ニ
権
一
実
疑
-
第
七
」
及
ぴ
第
十
二
章
「
通
ニ

J

F

 

索
車
不
索
車
疑
-
第
十
一
一
」
の
こ
章
で
あ
る
。

『
弁
惑
章
』
の
興
味
深
い
点
は
、
本
書
の
第
七
章
・
第
十
二
章
に
お
い
て
反
駁
さ
れ
て
い
る
の
が
、
三
論
宗
玄
叡

(
?
l
八
四

⑬
 

O
)
の
『
大
乗
三
諭
大
義
紗
』
(
以
下
『
大
義
紗
』
)
の
説
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
『
大
義
紗
』
に
対
す
る
反
駁
は
、
『
弁

惑
章
』
中
最
大
の
紙
数
を
費
や
し
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て
大
き
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
は

『
弁
惑
章
』
が
反
駁
す
る
『
大
義
紗
』
の
説
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
大
義
紗
』
の
コ
ニ
車
問
車
評
論
」
で
は
1

天
台
宗
・
華
厳
宗
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
四
車
説
に
対
し
て
、
以
下
の
三
支
に
よ
る
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(
八
四
四
)
年
五
月
七
日
か
ら
承
和
十
四
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
約
三
年
の
聞
に
、
安
慧
に
よ
っ
て

批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ヒ

テ

テ

ハ

ノ

ヲ

チ

ス

ニ

テ

テ

ヲ

タ

カ

ス

ル

ノ

ノ

ハ

ニ

ナ

ル

ハ

ス

カ

ノ

ト

若
汝
強
分
エ
二
牛
異
-
者
、
即
違
ζ

比
量
A

立
=
比
量
-
云
、
汝
執
三
中
牛
車
応
ニ
真
実
ベ
〈
宗
〉
。
汝
許
二
大
車
所
摂
-
故
〈
因
v
。

/

カ

ス

ル

ハ

ニ

ザ

ル

ニ

ハ

ス

カ

ノ

ト

ニ

シ

カ

ス

ル

J

ノ

ノ

如
=
汝
許
大
白
牛
車
-
〈
喰
〉
。
汝
執
大
白
牛
車
応
ν
非
ν
実
〈
宗
v
。
汝
許
=
大
車
所
摂
-
故
〈
因
〉
。
知
=
汝
執
三
中
牛
車
-

シ

カ

ン

ハ

サ

/

/

ハ

レ

ナ

リ

ト

チ

ス

ル

カ

ニ

ニ

ノ

ハ

タ

キ

テ

ニ

7

9

テ
一
-
-
セ
ハ

〈喰
v
。
若
汝
不
ν
許
乙
ニ
中
牛
車
是
大
車
-
者
、
即
違
v

経
故
。
向
来
徴
詰
、
且
就
v
轍
言
。
復
拠
v
法
徴
、
羊
車
戸
問
、
鹿
車

十

リ

/

/

ハ

ン

ノ

ト

カ

ン

レ

ト

ヤ

ン

レ

ト

ヤ

シ

ハ

山

バ

ハ

レ

ナ

リ

ト

シ

ラ

ハ

チ

レ

ノ

J

A

-

-

牛
車
仏
乗
。
三
外
臼
牛
為
=
何
喰
-
耶
。
為
=
日
疋
菩
薩
一
為
二
是
仏
乗
ベ
若
言
コ
二
回
疋
菩
薩
一
若
爾
即
日
疋
三
中
牛
車
、
応
ν

縁
覚
、



カ

ル

ル

コ

ト

十

ル

コ

ト

-

-

ト

占

7

レ

ハ

ニ

シ

テ

ヲ

ハ

タ

ト

チ

ン

買

ハ

レ

ノ

ノ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

@

無
ν
有
ν

別
ニ
大
臼
牛
車
一
何
者
、
経
A
H
ニ
三
車
-
云
、
声
聞
・
時
支
仏
・
仏
乗
。
即
知
仏
乗
是
三
中
牛
。

先
ず
は
『
大
義
紗
』
の
初
量
、
「
三
中
牛
車
L

比
量
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
以
下
の
三
支
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

汝
が
執
す
る
三
の
中
の
牛
車
は
応
に
真
実
な
る
べ
し
。
(
宗
)

汝
は
大
車
の
所
摂
と
許
す
が
故
に
。
(
悶
)

初期日本天台における1M明研究について

汝
が
許
す
大
白
牛
車
の
如
し
。
(
喰
)

こ
こ
で
は
、
四
車
説
に
お
い
て
大
白
牛
車
は
真
実
乗
で
あ
り
、
三
車
の
牛
車
は
方
便
乗
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、

コ
二
車
の
中
の
牛
車
は
真
実
乗
で
あ
る
」
と
い
う
宗
が
立
て
ら
れ
る
。
次
い
で
、
そ
の
因
と
し
て
、
三
車
の
中
の
牛
車
は
「
大
車
の

所
摂
」
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
上
で
、
「
大
白
牛
車
の
如
し
」
と
い
う
喰
を
示
し
、
大
車
の
所
摂
で
あ
る
大
臼
牛
車
が
真
実
乗
な
の

で
あ
れ
ば
、
同
じ
く
大
車
の
所
摂
で
あ
る
三
車
の
中
の
牛
車
も
ま
た
真
実
乗
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

次
に
後
量
の
「
大
'
日
牛
車
」
比
量
で
あ
る
が
、
以
下
の
三
支
と
な
っ
て
い
る
。

- 281 -

汝
が
執
す
る
大
白
午
車
は
応
に
実
に
非
ざ
る
べ
し
。
(
宗
)

汝
は
大
車
の
所
摂
と
許
す
が
故
に
。
(
因
)

汝
が
執
す
る
三
の
中
の
牛
車
の
如
し
。
(
轍
)

こ
こ
で
は
、
前
の
コ
ニ
中
牛
車
」
比
量
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
大
白
牛
車
は
真
実
乗
で
は
な
い
」
と
い
う
宗
が
立
て
ら
れ
る
。
閃

は
前
と
同
じ
く
「
大
車
の
所
快
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
三
の
中
の
牛
車
の
如
し
」
と
い
う
喰
が
示
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
大
車
の
所

純
一
で
あ
る
三
車
の
中
の
牛
車
が
方
便
乗
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
大
車
の
所
摂
で
あ
る
大
白
牛
車
も
ま
た
方
便
乗
で
あ
る
、
と
主

張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
大
義
紗
』
は
、
四
車
説
が
論
理
上
成
立
し
な
い
こ
と
を
コ
ニ
中
牛
車
」
比
量
と
「
大
白
牛
車
」
比
量
の
二
比

量
を
も
っ
て
指
摘
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
比
量
は
、
『
弁
惑
章
』
「
通
三
権
一
実
疑
第
七
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
反
駁
さ
れ



て

問7 る
テ。

日夕

ニ

テ

テ

ヲ

シ

テ

ヲ

タ

カ

ス

ル

ノ

ノ

、

ニ

ナ

ル

ハ

ス

カ

ノ

ト

ニ

シ

カ

ノ

三
車
之
家
立
v
証
成
=
道
理
由
云
、
汝
執
三
中
牛
車
応
ニ
真
実
-
〈
宗
〉
。
汝
許
ニ
大
車
所
摂
目
故
〈
岡
〉
。
知
ニ
汝
大
白
牛
車
-

カ

ス

ル

ハ

ユ

サ

ル

ニ

ハ

ス

カ

ノ

ト

ニ

シ

カ

ノ

ノ

ノ

タ

十

・

ヲ

ハ

ノ

ヲ

ン

〈
喰
〉
。
汝
執
大
白
牛
車
応
ν
非
v
実
〈
宗
〉
。
汝
許
=
大
車
所
摂
-
故
〈
因
〉
。
如
二
汝
三
中
牛
車
-
〈
喰
〉
。
如
ν

是
有
二
何
過
-
乎
。

ヲ

カ

ユ

ア

0

・

-

リ

タ

リ

⑮

答
、
汝
宗
有
法
一
分
不
極
成
之
過
。
図
有
ニ
法
差
別
相
違
之
過
A

又
有
=
相
符
之
過
斗

以
下
、

『
弁
惑
章
』

中
最
大
の
紙
数
を
費
や
し
て
、

」
の
二
比
量
に
対
す
る
反
駁
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

つ
づ
い
て
そ

の
一
々
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

初期日本天台における因明研究について

先
ず
は
、
『
大
義
紗
』

の
立
て
る
宗
に
「
有
法
一
分
不
極
成
の
過
」
が
あ
る
と
い
う
反
論
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
解
説
さ
れ

て
い
る
。7
片

ト

カ

ユ

タ

ノ

ノ

-

-

リ

タ

ト

ト

ナ

リ

ハ

ム

ヲ

レ

ナ

ル

カ

ナ

リ

ハ

メ

ヲ

ル

カ

言
二
有
法
一
分
-
者
、
我
宗
云
、
三
中
菩
薩
有
ν
二
。
謂
地
前
地
上
。
地
前
索
ν
車
。
是
方
便
故
。
地
上
不
ν
索
v
車
。
由
ユ
証
道

シ

キ

ニ

十

リ

ト

カ

ノ

ツ

ル

ハ

ン

ス

ト

ヤ

レ

ユ

ン

ス

ト

ヤ

レ

ユ

シ

ハ

パ

ト

νハ
ザ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

シ

ハ

ハ

ト

同
-
故
。

A
1
汝
所
v
立
宗
、
為
ν
約
二
是
地
前
」
為
ν
約
=
是
地
上
-
乎
。
若
云
ニ
地
前
-
者
、
我
不
v
許
v
実
。
若
云
ニ
地
上
-
者
、

号

タ

ス

ヲ

ノ

ノ

リ

ニ

ノ

ノ

ノ

ヲ

レ

ハ

ザ

ニ

ヲ

ナ

リ

ニ

ア

リ

ト

⑬

我
亦
許
ν
之
。
宗
有
法
処
、
有
=
此
二
差
別
A

彼
有
法
一
分
我
不
v
許
。
故
云
=
有
法
差
別
一
分
不
極
成
之
過
寸

「
有
法
一
分
不
極
成
」
は
、
対
論
者
に
承
認
さ
れ
な
い
宗
の
有
法
、
す
な
わ
ち
主
張
命
題
の
主
語
(
前
陳
)
を
用
い
る
過
失
の
こ
と

で
、
こ
こ
で
は
「
三
中
牛
車
」
比
量
の
宗
に
あ
る
コ
ニ
の
中
の
牛
車
」
に
つ
い
て
が
問
題
と
な
る
。
『
弁
惑
章
』
は
、
菩
薩
に
は
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「
地
前
の
菩
薩
」
と
「
地
上
の
菩
薩
」
の
二
種
の
別
が
あ
る
と
い
い
、
「
地
前
の
菩
薩
」
は
方
便
、
「
地
上
の
菩
薩
」
は
真
実
で
あ
る

と
い
う
天
台
の
説
を
挙
げ
る
。
そ
の
上
で
、
「
三
・
中
牛
車
」
比
量
の
「
三
の
中
の
牛
車
」
が
、
「
地
前
の
菩
薩
」
と
「
地
上
の
菩
薩
」

の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
、
と
問
い
か
け
、
も
し
「
地
前
の
菩
薩
」
を
指
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
地
前
の
菩
薩
は
真
実
で
あ
る
」

な
ど
と
い
う
主
張
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
も
し
「
地
上
の
菩
薩
L

を
指
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
天
台
に
お
い
て

も
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
そ
も
そ
も
議
論
を
要
し
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
「
三
中
牛
車
」
比
量
の
コ
ニ
の
中
の
牛
車
」
に
合
意

さ
れ
る
一
方
が
天
台
に
お
い
て
は
承
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
有
法
一
分
不
極
成
の
過
失
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る



の
で
あ
る
。

初期日本天台におけるl掲明研究について

次
に
『
大
義
紗
』
の
悶
に
「
法
差
別
相
違
の
過
」
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

7
ハ

ニ

ア

リ

ト

カ

ニ

タ

ニ

リ

ク

ノ

ト

ノ

ト

十

リ

フ

パ

ノ

ト

チ

カ

ノ

ノ

ナ

リ

7
パ

一
言
ニ
図
法
差
別
相
違
之
過
-
者
、
我
宗
云
、
真
実
有
二
二
種
一
謂
待
二
真
実
絶
待
真
実
。
一
言
ニ
待
二
真
実
一
即
汝
三
中
菩
薩
。
言
ニ

ノ

ト

チ

カ

ノ

ナ

リ

カ

ノ

ツ

ル

ノ

ナ

ル

カ

ニ

ト

ノ

ハ

ク

タ

ス

ル

カ

ノ

ノ

ノ

十

ル

コ

ト

ヲ

タ

ク

ス

絶
待
真
実
一
即
我
大
白
牛
菩
薩
。
今
汝
所
ν
立
、
大
乗
所
摂
故
因
、
如
三
能
成
=
立
三
中
菩
薩
真
実
-
、
亦
能
成
二
立
大
臼

ノ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

ニ

ア

リ

⑫

牛
真
実
一
般
法
差
別
相
違
之
過
。

「
法
差
別
相
違
」
と
は
、
宗
の
法
、
す
な
わ
ち
主
張
命
題
の
述
語
(
後
陳
)
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
内
含
す
る
も
の
と
.
矛
盾
し
た
こ
と

い
ま
は
『
大
義
紗
』
の
「
大
事
の
所
摂
」
と
い
う
凶
が
問
題
と
な
る
。
『
弁
惑
章
』

を
証
明
し
て
し
ま
う
因
を
立
て
る
過
失
で
あ
り
、

は
、
真
実
に
は
、
羊
車
・
鹿
車
の
二
に
対
し
て
牛
車
を
真
実
と
す
る
「
待
二
の
真
実
」
と
、
比
較
対
立
を
超
え
た
唯
一
の
真
実
で
あ

る
「
絶
待
の
真
実
」
の
二
種
が
あ
る
と
い
い
、
こ
の
「
大
車
の
所
摂
」
と
い
う
困
で
は
、
「
待
二
の
真
実
」
で
あ
る
三
の
中
の
菩
薩
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の
真
実
性
を
成
立
さ
せ
る
一
方
で
、
「
絶
待
の
真
実
」
で
あ
る
大
白
牛
車
の
真
実
性
を
も
成
立
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
こ
に
「
法

差
別
相
違
」
の
過
失
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

次
に
「
相
符
の
過
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
張
者
・
対
論
者
と
も
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
も
そ
も
議
論
を
必
要
と
し
な
い
こ
と

を
主
張
す
る
過
失
の
こ
と
で
あ
る
。

タ

リ

カ

ニ

ク

ノ

ノ

ハ

ニ

ハ

ハ

ク

ト

ニ

ラ

/

ラ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

ニ

メ

テ

ク

ナ

リ

ト

カ

又
有
=
相
符
之
過
」
我
宗
云
、
三
中
菩
薩
、
未
開
以
前
仏
説
エ
真
実
一
故
自
不
ν
知
ν
権
。
巳
開
之
日
始
説
二
方
便
二
今
汝

ノ

ツ

ル

パ

ン

レ

メ

テ

ユ

ツ

ト

ヤ

ン

レ

メ

テ

ニ

ッ

ト

ヤ

シ

ハ

ハ

ス

ト

ニ

レ

ハ

サ

ノ

ノ

ノ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

ニ

所
ν
立
量
、
為
下
臼
疋
望
ニ
己
開
-
立
主
、
為
下
回
疋
望
=
未
聞
司
・
立
上
乎
。
若
云
v
約
=
巳
開
-
者
、
我
不
ν
許
ニ
三
中
菩
薩
実
寸
故
有
法

ア

リ

シ

ハ

ハ

ス

ト

-

-

レ

モ

タ

ス

ノ

ノ

ノ

十

ル

ヨ

ト

ヲ

ニ

ア

リ

シ

ハ

パ

ス

ト

品

一
分
不
成
之
過
。
若
云
ν
約
=
未
開
-
者
、
我
且
許
ニ
三
中
菩
薩
実
一
故
有
法
一
分
相
符
不
成
之
過
。
若
云
ν
約
三
未
聞
-
者
、

ν
宅

ス

ノ

ノ

ノ

ナ

ル

コ

ト

，

ユ

ア

リ

タ

カ

品

タ

キ

テ

ノ

ヲ

ス

ト

ノ

ヲ

ノ

ニ

A

『
之
』
カ
?
ア
V

サ
ル
コ
ト

我
許
ニ
三
中
菩
薩
実
J

故
相
符
之
過
。
又
我
宗
云
、
巳
開
之

H
、
開
=
方
便
門
-
示
=
真
実
相
A

是
故
、
三
乗
又
性
、
無
ν
非ニ

-

-

ハ

テ

シ

ノ

ニ

ク

リ

カ

ハ

ツ

ル

ン

ス

ト

ヤ

ニ

ン

ス

ト

ヤ

品

シ

ハ

ハ

ト

レ

モ

ス

真
実
寸
未
開
以
前
都
無
=
此
義
斗
故
且
有
ニ
方
便
一
今
汝
所
v
立
、
為
v
約
=
己
問
一
為
v
約
ニ
未
開
寸
若
云
ニ
巳
開
-
者
、
我
許
ニ

ト

レ

ハ

ザ

ヲ

ニ

タ

ア

リ

⑬

此
義
A

故
有
ニ
相
符
之
過
寸
若
云
=
未
聞
-
者
、
我
不
v
許
ν
之
。
故
又
有
法
一
分
不
極
成
。



こ
こ
で
『
弁
惑
章
』
は
、
菩
薩
を
「
未
聞
の
菩
薩
」
と
「
己
開
の
菩
薩
」
の
二
種
に
分
類
し
、
法
華
が
聞
か
れ
る
以
前
の
、
三
乗

が
方
便
で
あ
る
こ
と
を
未
だ
理
解
し
て
い
な
い
段
階
の
菩
薩
を
「
未
聞
の
菩
薩
ヘ
一
乗
真
実
・
三
乗
方
便
を
解
す
る
法
華
開
会
以

後
の
菩
薩
を
「
己
聞
の
菩
薩
」
に
分
類
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
三
中
牛
車
」
比
量
は
、
「
未
開
の
菩
薩
」
と
「
巳
聞
の
菩
薩
」
の
い
ず

れ
に
対
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
問
い
か
け
る
。
つ
ま
り
、
「
巳
聞
の
菩
薩
」
は
、
三
乗
が
方
便
で
あ
る
こ
と
を
既

初期日本天台における悶明研究について

に
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
コ
ニ
の
中
の
牛
車
は
応
に
真
実
な
る
べ
し
」
と
い
う
宗
は
成
立
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
先

と
同
様
、
有
法
一
分
不
極
成
の
過
失
が
あ
る
と
い
う
。
一
方
で
「
未
開
の
菩
薩
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
法
華
経
以
前
は
、
三
乗
が
真

実
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
三
の
中
の
牛
車
は
応
に
真
実
な
る
べ
し
」
と
い
う
宗
は
議
論
を
要
す
る
ま
で
も
な
く
、

互
い
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
相
符
の
過
失
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
弁
惑
章
』
寸
通
三
権
一
実
疑
第
七
」
に
お
け
る
『
大
義
紗
』
の
二
比
量
に
対
す
る
反
駁
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
一

さ
て
、
玄
叡
の
『
大
義
紗
』
に
は
、
こ
こ
に
確
認
し
た
「
三
車
四
車
評
論
」
に
限
ら
ず
、
広
く
他
宗
の
説
に
対
し
て
因
明
の
論
法
制

を
も
っ
て
こ
れ
を
破
折
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
随
処
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
一
種
独
特
な
論
述
形
式
に
つ
い
て
は
、
大
西
龍
一

峯
氏
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
通
常
は
自
宗
が
答
者
の
側
に
た
っ
て
、
他
宗
の
批
判
を
受
け
て
答
え
る
と
い
う
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
時

に
自
宗
が
問
者
の
側
に
ま
わ
っ
て
、
他
宗
の
学
説
を
問
い
つ
め
て
い
く
と
い
う
形
も
見
ら
れ
、
こ
れ
な
ど
は
当
時
の
具
体
的
な

対
論
に
取
材
す
る
こ
と
に
よ
っ
ヤ
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
旬
。

前
に
確
認
し
た
よ
う
な
因
明
に
よ
る
批
判
が
、
論
義
の
場
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
こ
の
点
、
『
大
義
紗
』
が
「
当
時
の
具
体
的
な
対
論
に
取
材
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
は
十

分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
弁
惑
章
』
が
そ
の
反
駁
に
最
も
力
を
注
い
だ
も
の
が
『
大
義
紗
』

の
説
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
に
三
論
宗
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、



興
味
深
い
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四

「
所
説
一
仏
乗
」
比
量

次
に
、
『
弁
惑
章
』
「
通
紫
車
不
索
車
疑
第
十
二
」
に
見
ら
れ
る
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
に
対
す
る
反
駁
を
雌
認
す
る
こ
と
に
し
た

¥.-) 
。

初期日本天台における同1I}1liJf:先について

天
台
の
四
車
説
に
対
し
て
「
有
る

『
大
義
紗
』

の
二
比
量
に
つ
い
て
再
説
さ
れ
た
後
、

「
通
索
車
不
索
車
疑
第
十
一
一
」
で
は
、
先
の

人
」
が
立
て
た
次
の
比
量
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

ル

ニ

サ

ン

カ

ヲ

テ

テ

ヲ

ク

キ

ヲ

キ

テ

ニ

有
人
、
為
v
破
-
-
四
車
-
立
ν
品
回
一
云
、
除
ニ
絶
待
門
-
就
ニ
相
待
門
い

十

ル

カ

ニ

キ

ハ

ノ

ノ

ユ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

シ

来
故
。
若
ニ
諸
仏
乗
-
者
、
皆
既
離
=
三
中
大
乗
-
而
無
=
別
体
-

ノ

ハ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

ニ

カ

ル

所
説
一
仏
来
、
離
二
三
中
大
乗
回
応
v
無
=
別
体
-

シ

ノ

ノ

ノ

@

〈
困
〉
。
如
何
E
?中
牛
車
-
〈
轍
〉
。

レ是
仏

〈告示〉。
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が
如
何
な
る
人
師
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、

『
弁
惑
章
』

そ
こ
で
、

の
蹴
文

「
有
る
人
」

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
の

に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

イ

テ

ニ

ナ

リ

ツ

ル

ニ

ハ

右
一
箇
比
量
、
下
野
州
薬
師
寺
別
当
僧
、
法
相
宗
知
日
公
、
承
和
十
四
年
四
月
十
三
日
、
於
ニ
国
分
塔
会
-
所
ν
立

也

。

会

庭

卒

ニ

モ

ハ

ヌ

ル

コ

ト

ヲ

ヒ

テ

ヌ

ル

二

ノ

ノ

ヲ

ク

リ

テ

ス

ヲ

ノ

イ

テ

爾
不
ν
能
v
尋
ν

失
、
今
追
尋
エ
其
所
立
三
支
-
多
有
ニ
所
犯
イ
例
以
為
=
似
比
量
-
也
。
天
台
宗
沙
門
伝
灯
法
師
位
安
慈
、
於
ニ

ノ

ニ

カ

テ

シ

ル

シ

テ

ハ

ク

ハ

シ

キ

レ

ニ

ユ

レ

ス

ル

コ

ト

@

下
野
大
慈
寺
菩
提
院
遊
行
之
次
一
柳
以
紗
記
畢
。
伏
庶
幾
、
同
v
我
後
哲
、
幸
莫
=
峻
咲
-
失
。
承
利
十
四
年
四
月
十
五
日
。

つ
ま
り
、
こ
の
「
有
る
人
」
の
立
て
た
比
量
は
、
承
和
十
四
(
八
四
七
)
年
四
月
十
三
日
に
下
野
の
薬
師
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た

国
分
搭
会
に
お
い
て
、
「
法
相
宗
の
知
日
公
」
な
る
人
物
が
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
慧
は
そ
の
場
で
は
こ
の
智
公
の
比
量
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

凶
明
の
三
支
作
法
を
用
い
て
対
論
者
へ
反
論
を
行
う
例
は
最
澄
に
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
弁
惑
章
』
最
大
の
特
徴
は
、



こ
れ
が
実
際
の
講
会
の
場
に
お
い
て
立
て
ら
れ
た
比
量
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
文
献
が
多
く

散
逸
し
て
い
る
現
状
に
あ
っ
て
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

」
こ
か
ら
当
時
の
日
本
天
台
が
置
か
れ
て
い
た
具
体
的
な
状
況
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
智
公
な
る
人
物
が
立
て
た
と
い
う
三
支
で
あ
る
が
、

所
説
の
一
仏
乗
は
、
三
の
中
の
大
乗
を
離
れ
て
応
に
別
体
な
か
る
べ
し
。
(
宗
)

こ
れ
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

是
れ
仏
乗
な
る
が
故
に
。
(
困
)

初期日本天台における因明研究について

三
の
中
の
牛
車
の
如
し
。
(
喰
)

一
仏
乗
は
三
車
の
中
の
牛
車
と
同
一
の
車
で
あ
る
、
と
い
う
宗
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
因
の
「
是
れ
仏
乗
な
る

が
故
に
」
、
憾
の
コ
ニ
の
中
の
牛
車
の
如
し
」
と
い
う
の
は
、
仏
乗
は
三
の
中
の
大
車
を
離
れ
て
別
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

」
の
三
支
で
は

つ
ま

- 286一

る
と
こ
ろ
、

大
臼
牛
車
と
三
車
の
中
の
牛
車
と
は
同
一
の
車
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
弁
惑
章
』
は
、
こ
の

シ

テ

ク

J

J

・

-

リ

ノ

今
破
云
、
此
量
宗
有
二
聖
教
相
違
失
4

相
違
失
句

又，£
Fリ説
相一
符ノ仏
失警

比
量
は
以
下
の
過
失
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
。

タ

タ

ナ

リ

ユ

リ

ノ

タ

q

ノ

ト

ヒ

又
云
立
巳
成
。
因
有
二
共
不
定
失
寸
又
有
二
決
定
相
違
失
及
有
法
差
別

先
ず
は
、
宗
に
対
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
聖
教
相
違
の
失
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
自
ら
が
信
奉
す
る
教
学
(
聖
教
)
と
矛
盾
し
た
こ

と
を
主
張
す
る
過
失
の
こ
と
を
い
う
。

ノ

7

ノ

ト

ハ

キ

ノ

ノ

ノ

タ

ナ

リ

所
ν
言
違
教
失
者
、
知
ニ
華
厳
・
大
集
・
大
般
若
・
法
華
・
浬
繋
等
-
諸
大
乗
経
中
、
皆
説
=
四
乗
4

・
:
中
略
:
・
知
ν
是
、
経
論

ニ

ノ

タ

/

ハ

ス

ニ

ス

ル

ニ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

ユ

リ

ル

ニ

カ

ノ

ツ

ル

ニ

ハ

ヘ

リ

パ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

ニ

中
所
ν
説
四
乗
文
義
非
ν
一
。
準
知
、
離
乙
ニ
中
大
乗
」
別
有
二
仏
乗
イ
然
汝
所
ν
立
宗
、
云
下
唯
一
仏
乗
、
離
=
三
中
大
-
之
外

シ

ト

ル

コ

ト

タ

ン

ハ

チ

ス

ノ

J

J

・

-

ノ

タ

ニ

ユ

7
ナ

リ

ノ

ア

リ

ト

@

無
歩
有
二
別
体
寸
無
=
別
体
-
者
、
即
違
=
於
如
上
諸
大
乗
中
所
v
説
四
乗
之
文
寸
故
云
=
聖
教
相
違
失
」

『
弁
惑
章
』
は
、
華
厳
経
・
大
集
経
・
大
般
若
経
・
法
華
経
・
浬
繋
経
等
か
ら
、

間
乗
を
真
実
と
す
る
経
証
を
示
す
こ
と
で
、
「
三



の
中
の
大
乗
を
離
れ
て
応
に
別
体
な
か
る
べ
し
」
と
い
う
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
の
主
張
が
こ
れ
ら
の
経
説
と
相
違
し
た
も
の
で
あ

初期日本天台における闘明研究について

る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
聖
教
相
違
の
失
と
し
て
い
る
。

次
に
、
同
じ
く
宗
の
過
失
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
相
符
の
失
」
で
あ
る
が
、

7
パ

ト

シ

サ

ハ

/

ノ

ユ

レ

号

ス

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

ユ

シ

ト

ル

コ

ト

ル

ニ

ハ

シ

テ

ラ

カ

ノ

ヲ

テ

テ

ヲ

ク

言
-
相
符
-
者
、
若
約
二
三
中
権
仏
乗
-
者
、
我
許
下
離
ニ
三
中
大
乗
-
之
外
無
歩
有
・
-
別
体
ベ
然
汝
不
v
知
ニ
我
宗
義
一
立
-
-
定
量
-
云
、

ニ

ノ

ハ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

カ

ル

ノ

ニ

7
ナ

リ

ア

リ

ト

@

応
下
所
説
仏
乗
離
ニ
三
中
大
乗
-
無
申
別
体
U

H

疋
故
、
云
ニ
相
符
之
失
一

と
し
て
、
そ
も
そ
も
三
車
の
中
の
大
乗
を
、
天
台
宗
で
は
権
仏
乗
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
権
仏
乗
と
三
の
中
の
大

乗
が
同
一
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
主
張
者
・
対
論
者
と
も
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
こ
こ
に
議
論
の
必
要
は
な
い
。
よ

っ
て
、
こ
の
主
張
は
相
符
の
過
失
を
犯
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
凶
に
対
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
共
不
定
の
失
」
で
あ
る
が
、
「
共
不
定
」
と
は
、
困
の
有
す
る
概
念
が
広
範
に
過
ぎ
、
職
の
中

- 287一

の
同
日
聞
に
も
奥
口
川
に
も
及
ん
で
し
ま
う
過
失
を
い
う
。

7
ハ

ノ

ト

ン

キ

ハ

カ

ノ

ス

ル

ノ

ノ

ハ

レ

ナ

リ

ニ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

シ

ト

ヤ

ン

ク

レ

ノ

ノ

ツ

ル

一
育
ニ
北
ハ
不
定
失
-
者
、
為
下
如
ユ
汝
所
v
執
、
三
中
牛
車
是
仏
来
、
故
離
ニ
三
中
大
乗
弘
山
中
別
体
ν
為
下
如
二
我
所
v
立
、
大
白
牛
車

レ

ナ

リ

ニ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

リ

ト

ヤ

ユ

ク

ノ

ト

@

H
疋
仏
乗
、
故
離
ニ
三
中
大
乗
-
有
中
別
体
U

故
名
ニ
共
不
定
失
A

「
仏
乗
な
る
が
故
に
」

『
弁
惑
章
』
は
、
「
所
説
一
仏
乗
」

と
い
う
因
で
は
、

比
量
の

「
三
の
中
の
牛
車
は
仏
乗
で
あ
る

つ
ま
り
、

か
ら
三
の
中
の
大
乗
を
離
れ
て
別
体
が
な
い
」

と
い
う
主
張
が
成
り
立
つ
と
同
時
に
、

「
大
臼
牛
車
は
仏
乗
で
あ
る
か
ら
三
の
中
の

大
乗
を
離
れ
て
別
体
が
あ
る
」

と
い
う
主
張
も
成
り
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
こ
に
共
不
定
の
過
失
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

次
に
指
摘
さ
れ
る
「
決
定
相
違
の
失
」
は
、
正
当
な
三
支
作
法
を
踏
ま
え
た
上
で
、
相
互
に
矛
盾
し
た
主
張
の
成
立
す
る
こ
と
を

フ
三宮 。
1=司 7

決
定
相
違/
失ト

者

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ル

離
二
三
中
大
乗
-
応
ν
有
ニ
別
体
-

十
ル
カ
-
-

権
実
別
故
〈
因
〉
。

立
ν
量
破
云
、

所
説
仏
乗
、

ホ

シ

カ

ノ

酋

H

K庁

ι
M
A
-
-
4
t
H
f
v
 

〈告示〉。



ツ

ル

ノ

シ

テ

シ

ハ

ス

ル

コ

ト

ヲ

ニ

タ

ノ

ト

@

立
理
智
-
〈
喰
〉
。
両
宗
講
返
、
因
・
喰
各
成
、
不
ν
能
ν
生
=
決
解
寸
故
名
=
決
定
相
違
失
↓

こ
こ
で
『
弁
惑
章
』
は
、
「
所
説
一
仏
乗
」
比
置
と
矛
盾
す
る
以
下
の
三
支
が
成
立
す
る
こ
と
を
示
し
、
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
が

決
定
相
違
の
過
失
を
犯
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

所
説
の
仏
乗
は
、
三
の
中
の
大
乗
を
離
れ
て
応
に
別
体
あ
る
べ
し
。
(
宗
)

権
実
別
な
る
が
故
に
。
(
因
)

猶
ほ
汝
が
立
つ
る
所
の
理
智
の
加
し
(
喰
)

初期日本天台における闘明研究について

つ
ま
り
、
仏
乗
は
三
の
中
の
牛
車
を
離
れ
て
別
に
存
在
す
る
、
と
主
張
し
、
こ
れ
が
正
当
な
閃
明
作
法
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
に
決
定
相
違
の
過
失
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
困
・
轍
が

今
ひ
と
つ
理
解
し
に
く
い
が
、
因
の
「
権
実
別
な
る
が
故
に
」
と
は
、
仏
乗
は
真
実
で
あ
り
三
車
の
中
の
大
乗
は
方
便
で
あ
る
か
ら

こ
の
両
車
は
別
で
あ
る
と
い
う
意
で
、
喰
の
「
理
智
の
如
し
」
と
は
、
法
相
唯
識
に
お
い
て
、
無
漏
智
で
あ
る
理
智
と
有
漏
智
で
あ

る
事
智
と
の
別
が
説
か
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
因
の
過
失
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
有
法
差
別
相
違
の
失
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
宗
の
前
陳
が
内
含
す
る
意
味

と
矛
盾
し
た
こ
と
を
成
立
さ
せ
て
し
ま
う
過
失
を
い
う
。

フ

ハ

ノ

ト

ノ

エ

リ

ノ

ユ

ハ

ノ

チ

レ

ノ

ノ

ナ

9

エ

ハ

ノ

チ

レ

ノ

言
=
有
法
差
別
相
違
失
-
者
、
有
法
之
家
仏
乗
、
有
ニ
ニ
差
別
寸
一
歴
別
仏
乗
、
即
是
三
中
権
仏
乗
。
二
純
円
仏
乗
、
即
日
疋
三

ノ

ナ

リ

レ

ヲ

ケ

テ

ス

ト

ノ

ナ

ル

カ

ニ

ハ

タ

タ

ス

ル

カ

レ

テ

ノ

ノ

ヲ

タ

シ

ト

タ

タ

ス

レ

テ

ノ

外
実
仏
乗
。
是
名
為
=
有
法
之
差
別
斗
彼
仏
来
故
之
困
、
知
T

能
成
丙
立
離
ニ
三
中
大
乗
-
亦
無
z
別
体
炉
亦
能
成
下
立
離
=
三

ノ

ヲ

ニ

ル

ユ

7

ト

@

中
大
乗
-
応
hv
有
=
別
体
斗
故
云
=
法
差
別
之
失
由
也
。

こ
こ
で
は
、
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
の
宗
の
「
仏
乗
」
に
は
、
権
仏
乗
で
あ
る
「
歴
別
の
仏
乗
」
と
実
仏
乗
で
あ
る
「
純
円
の
仏

乗
」
と
い
う
こ
種
の
差
別
が
存
在
す
る
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
有
法
差
別
相
違
の
過
失
が
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
が
立
て
る
「
仏
乗
な
る
が
故
に
」
と
い
う
因
で
は
、
「
〔
権
仏
乗
は
〕
三
の
中
の
大
乗
を
離
れ
て
別
体
が
な
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い
」
と
い
う
主
張
が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
「
〔
実
仏
乗
は
〕
三
の
中
の
大
乗

(
H
権
仏
乗
)
を
離
れ
て
別
体
が
あ
る
」
と
い
う
主
張

も
成
立
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
宗
の
後
陳
で
あ
る
「
三
の
中
の
大
乗
」
が
「
実
仏

乗
」
を
指
す
の
か
、
「
権
仏
乗
」
を
指
す
の
か
に
も
関
連
す
る
た
め
、
こ
こ
に
「
法
差
別
相
違
」
の
過
失
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
と

ぃ、フ。

初期日本天台における図191研究について

以
上
、
智
公
の
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
に
対
す
る
『
弁
惑
章
』
の
反
駁
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
前
に
挙
げ
た
『
弁
惑
章
』
の

肱
文
の
通
り
、
こ
の
智
公
に
よ
る
論
難
は
、
承
和
十
四
年
に
下
野
の
薬
師
寺
で
行
わ
れ
た
講
会
の
席
で
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
束
図
は
、
道
忠
(
七
三
五
頃
1
八

O
O頃
)
の
流
れ
を
汲
む
教
団
と
徳
一
(
?
1
八
四
二
?
)
の
流
れ
を
汲
む
教
同
と

@
 

の
問
で
論
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
東
国
布
教
の
最
前
線
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
弁
惑
章
』
の
著
者
安
惑
は
、
も
と
も
と
道
忠

，，
 

門
下
の
広
智
(
生
没
年
未
詳
)
の
弟
子
で
あ
り
、
「
通
索
車
不
索
車
疑
第
十
二
」
を
記
し
た
と
い
う
「
下
野
大
慈
寺
」
は
広
智
の
住

し
た
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
『
弁
惑
章
』
撰
述
の
背
景
に
は
、
当
時
の
東
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ

ニ

ハ

ニ

ハ

ヌ

ル

コ

ト

ヲ

の
論
争
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
さ
て
、
欧
文
に
は
「
会
庭
卒
爾
不
ν
能
ν
尋
ν

失
L

と
し
て
、
智
公
に
対
し
て

そ
の
場
で
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、
安
慈
の

み
な
ら
ず
天
台
教
団
に
と
っ
て
も
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
前
に
、
円
仁
が
門
下
の
た
め
に
「
凶
明
論
疏
」
の
講

読
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
円
仁
門
下
か
ら
玄
昭
の
よ
う
な
凶
明
に
通
達
し
た
人
師
が
現
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
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当
時
の
天
台
教
団
の
置
か
れ
て
い
た
こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

結

論

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
天
台
教
学
の
中
で
凶
明
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
最
澄
が
『
守
護
章
』
に



お
い
て
「
因
明
は
天
台
の
教
義
を
研
鎖
す
る
上
で
不
要
な
学
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
初
期

の
日
本
天
台
諸
師
に
通
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
最
澄
を
は
じ
め
、
円
仁
・
円
珍
は
、
と
も
に
悶

明
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
師
に
は
自
宗
義
の
研
績
と
は
別
に
因
明
を
研
究
す
る
必
要

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

安
慧
の
『
弁
惑
章
』
に
見
ら
れ
る
悶
明
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
究
し
て
き
た
。
最
後
に
そ
の
検

討
結
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

初期日本天台における因明研究について

『
弁
惑
章
』
に
お
い
て
第
一
に
注
日
さ
れ
る
点
は
、
本
書
の
「
通
三
権
一
実
疑
第
七
」
「
通
索
車
不
索
車
疑
第
十
二
」
に
お
い
て
最

大
の
論
敵
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
玄
叡
の
『
大
義
紗
』
の
説
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
『
大
義
紗
』
に
は
、
他
宗
の
教
義
を
批

判
す
る
際
に
因
明
の
論
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
「
三
車
四
車
評
論
」
に
お
い
て
は
二
つ
の
比
量
に
よ
っ
て

天
台
の
四
車
説
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
弁
惑
章
』
は
-
本
書
中
最
大
の
紙
数
を
費
や
し
て
こ
の
二
比
量

に
対
す
る
詳
細
な
反
駁
を
行
っ
て
お
り
、
極
め
て
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

従
来
、
日
本
天
台
と
他
宗
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
最
澄
と
徳
一
と
の
論
争
が
後
世
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
天
台
対
法
相
と
い
っ
た
観
点
か
ら
こ
れ
を
窺
う
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
因
明
に
関
し
て
い
え
ば
、

天
台
義
を
論
難
す
る
姿
勢
は
、
む
し
ろ
『
大
義
紗
』
に
強
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
は
『
弁
惑
章
』
の
対
応

か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
を
検
討
す
る
上
で
、
三
論
宗
の
影
響
に
つ
い
て
改
め
て
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考
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
『
弁
惑
章
』
寸
通
索
車
不
索
車
疑
第
十
二
」
に
お
け
る
、
智
公
の
寸
所
説
一
仏
乗
」
比
量
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
比
量
が
実
際
の
講
会
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
当
時
の
状

況
を
記
し
た
資
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
っ
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。



さ
て
、
こ
の
「
所
説
一
仏
乗
」
比
量
は
、
蹴
文
の
記
載
か
ら
下
野
の
薬
師
寺
で
行
わ
れ
た
講
会
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
安
慧
は
知
日
公
の
問
い
に
対
し
て
、
そ
の
場
で
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
当
時

の
東
国
で
は
、
道
忠
系
の
教
団
と
徳
一
系
の
教
団
と
に
よ
っ
て
論
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
安
慧
自
身
が
道
忠
系
の
出
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
『
弁
惑
章
』
撰
述
の
背
景
に
は
こ
の
論
争
が
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

当
時
の
東
国
布
教
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、
知
日
公
の
論
難
に
そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
出
来
心
事
は
、
安
慈
の

み
な
ら
ず
天
台
教
団
に
と
っ
て
も
痛
恨
事
で
あ
っ
た
こ
と
と
忠
わ
れ
る
。
『
弁
惑
章
』
に
記
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
る
に
、

初期u本天台における凶別研究について

当
時
の
日
本
天
台
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
は
相
当
に
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
こ
そ
が
、
初
期
日
本
天
台
の
諸
師
が

閃
明
の
研
究
を
必
要
と
し
た
理
山
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③②①註

口可
Uつ白

伝
全
二
・
五
六
七
。

武
邑
尚
邦
『
悶
明
学
起
源
と
変
遷
』
、
法
蔵
館
、
昭
和
六
一
年
一
二
月
、
一
五
二
頁
。

以
下
の
通
り
、
日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
研
究
を
通
史
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
藤
本
文
雄
氏
も
同
様
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
天
台
に
お
け
る
因
明
学
の
研
究
は
、
法
相
唯
識
に
対
す
る
論
争
へ
の
必
要
性
か
ら
学
ば
れ
て
い
っ
た
と
一
面
で
は
考
え
ら
れ
る
。

因
明
は
論
敵
に
対
し
て
立
者
が
筋
み
ち
を
立
て
て
難
ず
る
の
で
、
論
評
に
お
い
て
は
最
も
効
果
的
で
あ
っ
た
。
特
に
南
都
の
三
会
に

参
加
す
る
こ
と
は
、
公
に
自
説
が
主
張
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
初
期
日
本
天
台
に
お
い
て
は
利
用
す
べ
き
場
で
あ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
藤
本
文
雄
「
日
本
天
台
の
因
明
学
研
究
と
論
義
」
『
印
仏
』
一
二
六

l
二
、
昭
和
六
三
年
三
月
、
五
八
九
頁
)

④
佐
伯
良
謙
『
困
明
作
法
変
遷
と
著
述
』
(
法
降
寺
、
昭
和
四
四
年
)
、
中
村
元
『
日
本
人
の
思
惟
方
法
(
中
村
元
選
集
[
決
定
版
]
第
三

巻
)
』
(
春
秋
社
、
平
成
元
年
)
。

⑤
伝
全
四
・
三
六
六
。

⑥
最
澄
が
本
書
を
将
来
し
た
こ
と
は
、
弘
仁
二
(
八
一
二
年
七
月
十
七
日
の
『
御
経
蔵
宝
物
聖
教
等
目
録
』
に
寸
天
台
悶
明
抄
等
一
軟

〈
岡
、
日
録
在
v
別
。
〉
(
伝
全
問
・
三
四
五
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
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⑦
以
上
の
よ
う
な
最
澄
の
因
明
観
は
、
中
国
の
仏
性
論
争
に
お
け
る
一
乗
側
、
取
り
分
け
法
宝
(
六
二
七
1
七
O
三
l
七
O
六
頃
)
の
見

解
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
最
澄
の
因
明
批
判
|
思
想
的
背
景
の
検
討

l
L
(『
天
台
学
報
』
五
六
・
平
成
二

六
年
一

O
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
『
日
仏
全
』
一
一
三
・
二

O
四
下
。

⑨
『
日
仏
全
』
一

O
ニ
・
一
四
四
下
1
上。

⑬
実
際
に
存
在
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
華
厳
宗
の
鳳
揮
二
六
五
四
1
一
七
三
八
)
の
『
因
明
入
正
理
論
疏
瑞
源
記
』
の

巻
末
に
ま
と
め
ら
れ
る
「
因
明
本
支
経
論
疏
記
総
目
L

に
は
、
「
四
相
違
記
〈
一
一
一
札
智
証
翻
大
師
述
〉
」
と
し
て
、
円
珍
に
『
四
相
違
記
』

な
る
著
作
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑪
大
正
七
四
・
三

O
九
中
。

⑫
『
弁
惑
章
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
慰
諭
弁
惑
章
』
の
位
置
づ
け
|
最
澄
・
徳
一
論
争
の
展
開
上
に
お
い
て
|
」
(
『
印

仏
』
六

O
ー
一
、
平
成
二
三
年
一
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
三
車
四
車
を
巡
る
『
弁
惑
章
』
と
『
大
義
紗
』
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
木
内
尭
大
「
初
期
日
本
天
台
に
お
け
る
三
車
四
車
誇
論
に
つ
い

て
」
(
『
印
仏
』
五
九
・
二
、
平
成
二
三
年
三
月
)
の
論
考
が
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

⑪

大

正

七

0
・
二
ハ
八
中
1
下。

⑬
伝
全
三
・
四
O
四
1
四
O
五。

⑬
伝
金
三
・
四
O
五。

⑪
伝
全
三
・
四
O
六。

⑬
伝
全
三
・
四
O
五
i
四
O
六。

⑬
大
西
龍
峯
「
『
大
乗
三
論
大
義
抄
』
の
思
想
史
的
考
察
」
(
『
三
論
教
学
の
研
究
』
、
，
春
秋
社
、
平
成
二
年
、
五
九
六
頁
)

⑫
伝
金
三
・
四
三
九
i
四
四

O
。

@
伝
全
三
・
四
四
四
。

@
伝
全
三
・
四
四
O
。

⑫
伝
全
三
・
四
四
O
l
四
四
二
。

@
伝
全
三
・
四
四
三
。
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@
伝
金
三
・
四
四
三
。

@
伝
全
三
・
四
四
三
。

@
伝
全
三
・
四
四
三
。

ヲ

ス

ヲ

イ

テ

ユ

シ

ノ

ヲ

ス

イ

テ

カ

ヲ

@
『
弁
惑
章
』
の
序
文
に
は
、
寸
東
隣
有
二
誘
法
者
」
邪
執
積
v
年
学
者
成
v
市
。
於
v
斯
者
二
一
十
二
条
義
章
-
干
ニ
於
我
台
宗
4

三
・
三
六
七
)
」
と
し
て
、
当
時
の
東
国
に
お
い
て
天
台
義
を
批
判
す
る
グ
ル
ー
プ
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

困
明
、
安
惑
、
『
地
銀
剛
弁
惑
章
』
、
玄
叡
、
『
大
乗
三
論
大
義
紗
』

初期1:1本天台における閃l別研究について

(
伝
全
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